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我々はこれまでに独自の製法によりナノサイズの磁気微粒子を生成し、機能化を施した上で、

医療応用に向けた微粒子の開発について報告してきた。 

今回はコバルトフェライトに亜鉛(Zn)をドープした Co-Zn ferrite について粒径や組成の制御を

行い、交流磁化率を中心に磁気特性を明らかにするとともに、外部磁場による熱散逸特性と関連

付けがん温熱療法（ハイパーサーミア）としての可能性を追求した。DC 磁化の測定からコバルト

フェライトへの亜鉛のドープ量が 20 %である Co0.8Zn0.2Fe2O4が最も高い飽和磁化を示すことが明

らかになり、この組成で粒径を 5-17 nm に制御し、交流磁化率を測定した。交流磁化率の虚数成

分 χ”のピークは粒径が大きくなるにつれて高温側にシフトし、8 nm のサンプルの χ”が室温付近に

ピークを持つことがわかった。この現象から本微粒子はネール緩和に従う系であることがわかる。 

このサンプルを用いてヒト乳がん細胞をシャーレに培養して、交流磁場を３０分印加して観察

したところ、明瞭なハイパーサーミア効果が得られた。さらに２４時間培養した後には、よりが

ん細胞を抑制することも明らかになった。 

第77回応用物理学会秋季学術講演会 講演予稿集 (2016 朱鷺メッセ (新潟県新潟市))13p-P8-30 

© 2016年 応用物理学会 09-046


